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礁
鼻
の
過
重
T
g
.
嘉
俵
例
･
葡
塵
に
つ
け
て

)

番

長

什

且

警

吏

卦

俵

朝

五

度

の

よ

う

に

,

屈

め

る

田

剰

二

十

九

年

J

月

二

十

J

召

凝

血

山

L

三

朝

町

長

,

東

　

也

　

雅

　

巳

議
長
　
東
野
簾

膿
和
せ
九
羊
聾
月
鷺
霊
日

w
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I
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SJ, IS

職

員

の

退

ー

職

手

当

に

関

す

る

条

例

を

=

=

に

公

布

す

る

昭
和

年

　

　

　

月

日
日

年

条

例

第

　

　

　

　

　

　

教

職

且

の

退

職

草

.

当

に

蹄

す

る

姦

例

(
日
的
及
び
効
力
)
　
　
　
●

井
　
1
　
集
　
こ
の
条
例
は
'
職
員
(
地
方
公
営
企
業
法
へ
昭
和
二
十
七
年
洩
樺
軍
7
首
九
十
二
親
)
琴
二
十
六
条
の
企
業
職
員
及
び
地
方
各
営
企

業
労
働
甜
係
酋
(
昭
和
l
l
+
七
年
鼓
律
要
言
八
十
九
号
)
筆
二
偉
璽
義
の
職
員
で
同
港
妨
五
粂
欝
]
項
僻
管
に
裁
定
す
る
者
以
外
の

も
の
並
び
に
単
耗
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
]
般
敬
の
聴
月
を
除
も
以
下
｢
満
点
｣
と
い
も
)
の
退
職
手
当
に
鵜
す
る
事
項
を
定
め
T
O
t

i
)
ど
を
F
的
w
す
る

c
q
.
こ
の
健
例
は
'
通
牒
料
億
例
,
(
呼
　
　
年
　
　
佑
例
井
　
　
　
軌
十
の
敷
定
に
よ
る
給
伸
'
偲
給
故
買
五
十
二
年
汝
倖
屠

四
十
八
観
)
の
空
に
よ
る
恩
給
.
国
家
公
称
月
井
諦
観
食
草
へ
暗
和
二
十
1
)
董
洩
律
璽
ハ
十
九
撃
の
規
定
に
よ
る
退
職
給
付
及
び
こ

の
健
例
の
混
足
に
よ
る
適
職
手
当
を
絶
息
す
る
新
た
な
退
職
給
与
制
度
が
御
庄
境
港
さ
れ
る
ま
で
･
そ
の
効
力
を
も
つ
も
の
と
す
る

(
退
職
手
当
の
支
給
)

′
辞
二
条
　
こ
の
健
例
の
乳
足
に
よ
る
退
職
手
当
は
.
也
賃
が
選
聴
し
た
釜
谷
に
は
'
そ
の
辛
完
亡
に
拘
る
湛
職
の
苦
に
は
･
そ
の
浪
族
)

に
支
給
す
る

▼

＼

､

H

r
｢
し
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一

-

ニ

C
･
.
観
月
(
嶺
八
僕
讐
項
第
四
境
の
職
員
で
あ
っ
て
同
健
筆
亮
に
裁
定
す
る
者
に
該
当
し
な
い
も
の
ダ
除
-
｡
以
下
本
項
及
び
第
七
榛
第

三
項
に
お
い
て
同
じ
ー
o
)
が
退
職
し
た
場
各
に
お
い
て
'
む
の
者
が
湛
磯
の
豊
は
そ
の
晋
に
帯
び
職
月
ゼ
讐
た
ぎ
さ
は
,
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
や
､
当
該
退
職
に
伴
う
退
職
手
当
は
､
支
給
し
な
い

(
普
通
退
職
の
場
命
の
退
職
手
当
)

第
〒
僕
.
衣
榛
又
は
第
五
価
の
鹿
足
に
誓
す
る
場
各
を
除
-
外
､
退
職
し
`
た
者
に
潜
す
る
退
職
手
当
の
額
は
､
遮
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者

の
給
料
(
こ
れ
に
相
当
す
る
給
与
を
含
む
｡
以
下
同
じ
O
J
の
.
月
額
(
給
料
が
日
額
で
定
め
ら
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
,
給
料
の
日
額

ノ
ー
の
二
十
五
日
分
に
相
当
す
る
萌
1
,
し
'
職
員
が
休
職
'
停
喝
減
給
そ
の
他
の
事
由
に
よ
･
i
そ
の
給
料
の
1
部
又
は
垂
部
を
支
給
き
れ
な

い
場
合
に
票
で
は
､
こ
れ
ら
の
事
由
が
た
だ
飯
定
し
た
場
息
に
お
け
る
そ
の
昔
の
受
け
る
べ
き
給
料
の
月
頃
だ
す
る
0
(
以
下
｢
給

料
月
讐
己
う
｡
)
･
に
.
そ
の
者
の
勤
続
期
岡
を
左
の
各
親
に
区
分
し
て
,
当
該
各
親
に
鴻
け
る
朝
倉
を
乗
じ
て
希
た
額
の
合
計
額
と

.

す

る

､

/

1
.
妄
以
上
十
羨
下
の
期
間
に
つ
い
て
は
二
年
に
つ
き
P
分
の
六
十

〟

二
'
十
]
年
以
壬
享
年
以
下
の
期
間
に
つ
い
て
は
二
年
に
つ
き
首
分
の
六
十
五

三
.
二
十
一
年
以
上
三
十
五
年
以
下
の
期
間
に
つ
い
て
轄
　
l
年
に
つ
き
百
分
の
七
十

四
､
三
十
六
年
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
は
､
一
年
に
つ
き
官
分
の
六
十
五

c
q
.
前
項
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
追
撃
当
の
額
は
･
そ
の
者
が
左
の
各
灘
に
掃
げ
嘉
に
該
当
す
る
…
ほ
,
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず

,

陶

琴

の

規

定

に

よ

-

計

算

し

た

額

に

当

落

各

親

に

掲

げ

る

割

各

を

乗

じ

て

得

た

額

と

す

る

　

　

　

　

　

　

　

.

]
.
勤
続
期
間
一
年
以
上
五
年
以
下
の
者
　
　
　
官
命
の
五
十

三

勤

続

期

間

六

年

以

上

十

年

以

下

の

者

　

　

　

百

分

の

七

十

五
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･

(
償
い
疾
病
に
拘
る
退
職
等
の
場
合
の
退
職
手
当
)

妨
四
嘩
　
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
別
表
第
二
に
掲
げ
る
程
度
の
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
償
い
携
柄
に
因
り
退
職
し
た
者
T
死
亡
に
J
L
6
-
退
職
し

舵
考
退
職
の
日
以
撃
享
年
以
上
糞
こ
以
上
の
刑
に
越
せ
ら
れ
る
こ
ど
な
-
､
且
つ
.
懲
戒
処
分
を
受
け
る
こ
ど
な
-
勤
続
し
､
翰
し

辛
っ
を
受
け
て
退
職
し
た
者
で
あ
っ
て
'
次
燥
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
も
の
及
び
定
数
の
減
少
'
職
制
の
改
廃
又
は
勤
務
公

＼
　
署
の
移
転
に
因
り
過
職
し
た
.
者
で
任
命
権
者
が
　
　
長
の
承
観
を
得
て
.
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
衆
儒
讐
項
の
規
定

.
の
適
用
を
受
け
な
い
も
の
に
対
す
る
退
職
手
当
の
喝
は
'
そ
の
者
の
給
料
月
額
に
､
そ
の
者
の
勤
続
期
間
を
左
の
各
親
に
区
分
し
て
､
卦

-

L

l

.

･
該
各
親
に
掲
げ
る
割
合
を
爽
じ
て
得
た
額
の
合
計
琴
ビ
す
る

_
〆
て
二
年
以
上
十
年
以
下
の
期
間
に
つ
い
て
雪
　
1
年
に
つ
き
青
身
の
九
十
･

二
'
十
l
年
以
上
二
十
年
以
下
の
期
間
に
つ
い
て
は
､
1
年
に
つ
き
百
分
の
百
五

三
二
手
一
年
以
上
三
十
五
年
以
7
の
期
間
に
つ
い
て
は
.
]
年
七
っ
き
青
身
の
官
二
十

四
二
二
十
六
年
,
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
は
'
7
年
に
つ
m
青
身
の
百
五

C
･
.
前
項
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
退
職
手
卦
の
顎
が
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
基
本
給
月
頃
に
満
た
な
い
E
M
J
は
･
同
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
'
そ
の
基
本
給
月
顎
を
も
っ
て
退
職
手
当
の
萌
と
す
る

f

-
,
雷
の
莞
給
晶
は
,
警
笛
与
に
苧
る
健
例
(
昭
和
与
･
 
-
年
義
悪
例
昇
i
,
d
讐
凄
規
定
に
よ
途
与
が
針
料

(

扶
養
手
当
及
び
動
静
地
手
当
に
区
分
し
て
支
給
さ
れ
る
職
員
に
つ
い
て
は
.
そ
れ
ら
の
月
郡
の
各
部
額
w
L
t
を
の
他
の
勝
負
に
つ
い
.
て

は
･
こ
,
6
墓
本
給
月
額
､
に
準
じ
■
て
公
平
委
員
会
規
則
で
定
め
る
野
と
す
る

I

(
整
理
過
職
の
場
合
の
退
職
手
当
)

賢
健
欝
叉
は
傑
例
に
義
軍
-
は
善
許
計
予
算
の
周
少
寺
姦
又
は
賢
掌
る
こ
孟
姦
し
芸

I

r

Z

　

.

一



●

.

匹

.

-
で
サ
長
が
定
め
る
針
に
掌
る
義
葺
の
響
,
雪
空
針
鼠
定
に
ま
を
p
t
.
,
宗
旨
雷
二
雷
君
で
得
蒜

だ

す

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

1

t

c
q
.
前
項
に
規
党
す
る
者
で
左
の
容
貌
に
潟
げ
る
者
に
該
当
す
る
も
め
に
対
す
る
退
職
手
当
の
額
が
'
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
潮
健
帝

王
項
の
基
本
給
月
額
に
当
課
各
親
に
濁
げ
る
朝
食
を
乗
ひ
て
得
た
頓
に
清
潔
な
い
亡
き
は
､
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
す
､
･
を
の
乗
じ
て

得
た
塀
を
･
d
つ
て
退
職
手
当
の
萌
と
す
る

I
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.

･

･

土

て
勤
続
期
間
一
1
年
未
満
の
老
　
　
青
身
の
二
百
七
十
.

二
､
勤
続
期
問
一
年
以
上
二
年
未
満
の
者
　
　
首
分
の
≡
官
六
十

三
'
.
漁
況
期
間
二
年
以
上
三
年
未
満
の
青
　
　
　
首
舟
の
四
官
五
十

四
･
V
軌
挽
期
野
二
年
段
上
の
老
　
　
有
卦
の
五
百
I
E
E
十

弗
六
備
　
前
候
の
規
定
唱
過
去
の
退
職
に
つ
M
,
既
に
同
感
の
規
定
の
適
用
を
受
け
.
且
つ
'
そ
の
退
職
の
日
の
璽
日
か
ら
ー
一
年
内
に
再
び
敬

ヽ

具
だ
な
っ
た
者
が
そ
の
,
葡
び
聴
月
と
な
っ
た
d
Z
か
ら
起
算
し
て
.
]
年
打
に
退
職
し
た
場
各
に
お
い
て
は
'
適
用
し
な
い

(
勤
続
期
間
の
計
算
)

I(.

集
七
粂
　
退
職
手
当
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
勤
続
期
間
の
計
算
は
'
耽
見
苦
し
で
の
引
き
席
い
た
社
報
期
間
(
欝
八
傾
第
二
項
に
規
定
す
る
職

貝
と
し
て
の
在
鶴
期
間
に
つ
い
て
は
､
六
月
以
上
引
き
続
い
た
春
期
町
に
限
る
｡
)
に
三
g

c
q
.
前
項
の
規
定
に
よ
る
在
職
雑
の
計
算
は
'
職
員
と
な
つ
胡
乱
の
属
す
名
月
か
ら
退
職
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
月
数
に
よ
る

8
'
敬
具
が
退
職
し
た
場
各
(
兼
像
集
]
項
欝
7
号
か
ら
空
音
ま
で
の
T
に
譲
当
す
る
壕
各
を
陵
-
0
)
七
お
い
て
,
そ
の
者
が
過
蛾
の
E
B

叉
は
そ
の
空
目
に
再
び
職
員
だ
な
っ
た
亡
き
や
前
二
項
の
規
定
に
よ
-
在
聴
期
間
の
計
算
で
っ
い
て
は
､
引
き
続
い
て
在
職
し
た
-
の

亡
み
L
･
t
す

勺
l
･
ー
-
.
1
　
-
-
-
}

､
∴
　
　
∵

ふ
む
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～
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j
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4
'
前
≡
項
の
親
鹿
に
よ
る
在
職
期
陶
の
-
を
に
地
方
公
称
旦
法
華
寺
七
僕
及
び
軍
事
八
倭
の
規
定
に
よ
る
休
喝
同
港
軍
事
九
俵
の

規
定
に
よ
る
停
耽
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
す
る
事
由
に
因
-
現
葉
に
職
務
に
催
事
す
る
こ
亡
を
宴
し
な
い
漸
掬
の
あ
る
凡
毒
突
に
職
務
i
l

l

庭
草
す
る
こ
己
か
要
す
k
?
日
の
あ
っ
た
月
を
除
-
o
)
　
が
一
以
上
あ
っ
た
じ
き
は
'
そ
の
月
牡
I
Q
二
分
の
T
に
相
当
す
る
月
数
を
約
三
項

の
親
鬼
に
よ
-
計
算
し
た
在
職
期
間
か
ら
除
算
す
る

5
,
竺
項
は
規
定
す
る
職
且
i
,
し
て
の
刊
き
続
い
た
在
.
&
期
鵬
に
は
,
職
旦
以
外
の
地
方
各
港
員
又
は
国
儀
公
務
鼻
等
堪
職
手
当
聯
定
帯
革
V

･

T

>

　

　

　

　

'

｣

洪
(
昭
和
二
十
八
年
故
梓
昇
官
八
十
二
号
)
第
二
債
舞
T
項
に
規
定
す
る
者
(
以
下
｢
職
員
以
外
の
地
方
公
好
日
等
｣
だ
総
称
す
各
O
)
.

が
.
引
き
綬
い
十
.
職
員
だ
な
っ
た
亡
き
に
お
け
る
そ
の
者
の
職
員
以
外
の
地
方
公
儀
見
等
と
し
て
の
引
き
清
い
記
載
聴
期
聞
及
び
職
員
が

′

辞
十
三
健
の
規
定
に
よ
り
退
職
手
当
を
支
給
さ
れ
な
い
で
職
員
以
外
の
地
方
公
務
員
等
ど
な
-
'
引
き
続
い
.
て
職
員
以
外
の
地
方
公
称
貞

I
 
I
　
等
ざ
し
て
在
職
し
た
後
引
M
,
続
い
て
琳
負
と
L
･
･
b
つ
た
歩
合
に
お
い
で
は
'
先
の
私
見
と
し
て
の
引
き
綬
い
た
在
琳
期
間
の
始
動
か
ら
恥
貞

顔
外
の
地
方
公
務
員
等
だ
し
て
の
引
き
凍
い
た
我
執
期
脚
の
終
期
女
で
の
在
恥
期
間
を
そ
れ
ぞ
れ
含
む
も
の
と
す
る
q
､
.
こ
の
場
合
に
お
い

･
で
>
軒
扱
者
の
私
見
以
外
の
地
方
公
務
点
等
E
L
で
の
引
き
帝
い
た
聴
取
期
間
の
計
算
に
土
つ
い
て
は
､
前
内
項
の
規
定
を
準
用
す
る
6
倍

i
a
Y
こ
の
債
僻
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
に
相
当
す
る
給
与
の
支
給
を
受
け
で
い
る
亡
き
は
'
当
鋲
給
与
の
軌
昇
の
基
礎
だ
や
っ
た
衣
私

淑
閲
は
,
そ
ー
の
者
の
琳
月
だ
し
て
の
引
㌢
続
い
た
在
恥
期
間
に
は
含
ま
な
い
も
の
だ
す
る

6
､
前
五
項
の
規
定
に
よ
-
軒
算
し
た
准
恥
期
間
に
｣
年
来
清
の
常
数
が
あ
る
泉
谷
に
は
'
.
そ
の
端
数
哩
功
-
捨
て
る
｡
但
し
'
そ
の
在
私

財
陶
が
六
月
単
三
年
来
満
(
界
四
像
叉
は
粛
五
健
の
規
定
に
よ
る
過
恥
手
当
を
計
算
す
る
坊
各
に
あ
つ
て
は
二
.
年
来
沸
Y
の
蔑
各
に

は
､
こ
れ
を
7
年
こ
す
る

(
退
恥
手
当
の
支
給
制
限
}

革
八
健
　
集
三
森
か
ら
第
五
桑
ま
で
の
親
鹿
に
よ
る
過
恥
阜
当
　
(
畝
下
｢
1
舵
の
過
琳
手
当
｣
と
い
う
O
)
　
は
左
の
各
号
の
T
に
該
当
す
る
者

′

　

五

T
J
･
ー



A

允

に
は
繋
槍
し
な
い

′

′

て
地
方
各
時
点
浜
野
1
+
九
健
の
規
定
に
よ
る
趣
減
免
恥
の
処
分
叉
は
こ
れ
に
革
や
る
処
分
や
安
心
た
者
　
a

土
'
地
藷
金
港
展
韓
軍
手
八
森
空
ハ
項
の
規
定
に
よ
-
失
取
　
高
鈷
第
十
六
傭
第
一
号
に
謬
当
す
る
境
各
を
除
く
O
)
又
は
こ
れ
に
単

車
る
過
取
替
し
た
者

宅
地
尤
公
称
貝
洗
欝
≡
十
七
桑
筆
蚕
の
類
産
に
謀
議
し
退
職
き
せ
ら
れ
た
屠
兎
は
こ
れ
に
革
す
る
幸

田

'

常

勤

を

宴

し

な

い

者

　

　

　

.

q
c
q
.
常
勤
を
委
し
票
-
磯
臭
の
う
主
音
以
内
の
戴
陳
を
定
め
て
雇
よ
う
き
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
､
常
勤
噂
員
に
つ
等
定
価
鴻
れ
て
い
る
勤

務
時
間
滋
止
動
辞
し
た
日
が
二
十
二
日
以
上
雪
月
が
引
き
掃
い
て
六
月
望
あ
る
も
の
に
対
し
て
は
1
前
項
の
貌
定
に
か
か
わ
ら
す
や

.
の
者
が
前
項
第
7
号
か
ら
筆
二
号
ま
で
中
一
該
当
す
る
境
谷
を
除
M
J
r
璽
二
健
(
傷
い
疾
荊
叉
は
死
亡
に
田
も
遇
叫
し
た
場
各
に
お
い
て

は
集
四
億
)
の
規
定
に
よ
-
.
港
聴
手
当
を
支
給
す
る

(
予
告
を
受
け
な
い
避
職
者
の
遇
載
手
当
)

幹
九
債
　
職
長
の
過
敬
が
労
働
基
準
岳
(
昭
和
二
十
二
年
也
挿
第
四
十
九
号
)
撃
字
典
及
び
軍
事
]
兵
の
蔑
見
に
該
当
す
か
場
各
に
お
け

る
こ
れ
ら
の
親
鹿
に
よ
る
給
付
は
.
T
毅
の
退
職
手
当
に
含
ま
れ
る
も
の
ど
す
を
但
し
､
7
般
の
退
職
手
当
の
額
が
こ
れ
ら
の
洗
足
に

ょ
る
雷
-
浦
菅
と
'
M
Q
l
霊
撃
当
の
か
,
そ
の
層
警
奈
義
葺
-
て
嘉
す
る
.

(
失
葉
音
の
選
敬
手
当
)

欝
†
粂
　
勤
続
期
間
六
月
以
上
や
退
職
心
た
者
が
退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
7
年
内
に
東
署
し
て
い
る
場
合
に
お
い
で
は
,
そ
の
者
が

す
で
に
支
瀞
を
受
け
た
退
職
手
当
の
頓
が
そ
の
者
に
つ
き
失
業
傑
取
港
(
@
和
二
十
二
年
故
樺
第
百
臥
十
六
号
)
の
規
定
に
喜
ソ
軒
草
し

た
先
兼
備
険
金
の
日
額
(
以
下
｢
失
菓
保
険
金
の
日
額
｣
だ
い
う
d
)
　
の
首
八
十
E
E
Z
舟
に
租
塗
す
名
金
額
に
満
た
な
い
亡
き
は
､
当
撃
退

J

p

･

:

-

-

■

I

I

 

y

'

一

一
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も

　

碗

､
'
ふ
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h

.

　

7

･

1
･
J
 
r

･
し
.
l
l
J

職
手
当
の
切
.
m
W
の
薫
堺
に
租
当
す
る
金
確
を
陶
鍵
の
泉
尾
に
よ
る
央
最
庵
除
金
蔓
給
の
条
件
に
飴
小
過
聴
手
当
t
,
し
て
支
給
す
る

午
前
項
の
裁
定
に
よ
る
義
手
当
は
,
J
そ
の
者
が
す
で
に
支
給
を
受
け
た
退
職
手
当
の
和
を
東
穿
保
険
金
の
日
額
で
除
し
て
得
た
数
〓
未

_

一
浦
の
端
数
を
感
じ
た
こ
き
は
'
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
る
.
)
･
i
1
等
し
い
自
数
字
克
て
失
業
し
て
い
る
#
,
合
に
取
-
.
そ
の
こ
え
る
部

分

の

戊

業

の

E

B

鼓

に

応

じ

て

支

給

す

鳩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

.
,
.
竺
項
の
規
定
に
該
当
す
る
境
食
に
お
い
て
'
退
職
し
演
者
が
退
峨
手
当
の
支
給
を
受
け
な
い
空
き
は
'
失
兼
備
陰
金
の
日
確
の
百
八
十

日
分
に
相
当
す
る
金
額
を
返
報
手
当
と
し
て
失
業
保
険
法
の
現
定
に
よ
る
失
業
保
険
金
の
支
給
の
懐
件
に
従
い
支
給
す
る

4
▼
本
候
の
配
慮
に
よ
る
過
蛾
手
当
埠
失
業
保
険
蕗
の
規
定
に
よ
る
こ
れ
に
相
当
す
る
給
付
の
支
給
を
受
け
る
者
に
対
し
て
支
給
し
て
は
な

ら
た
r
い

(
漣
族
の
鹿
野
及
び
噸
位
)

第
十
一
条
　
第
二
燦
に
規
定
す
る
漣
旗
は
､
左
の
各
尊
に
婦
げ
る
者
～
す
る

i
L
.
配
偶
者
(
届
世
を
し
て
い
な
い
が
'
職
且
の
死
亡
暫
時
革
薬
上
場
梱
関
係
だ
同
萩
の
手
博
に
あ
っ
た
者
を
食
む
｡
)

▲

二
>
子
'
父
母
'
凍
､
成
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
で
職
月
の
死
亡
当
時
童
と
し
て
そ
の
収
入
に
よ
っ
て
年
計
を
維
持
し
て
い
た
･
G
の

′

三
,
前
号
に
掲
げ
嘉
の
華
聴
吾
死
亡
当
時
誉
し
て
そ
の
収
吾
よ
っ
て
運
針
姦
革
し
七
い
払
親
族

埠
'
子
'
父
母
.
磯
才
親
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
で
第
二
号
に
諒
当
し
な
i
も
の

c
q
･
前
項
･
1
掲
げ
る
者
が
過
戟
車
券
を
受
け
る
堰
笹
は
前
項
各
号
6
還
職
位
に
よ
&
.
撃
盲
及
び
希
四
号
.
i
i
滞
げ
る
者
の
.
う
ち
に
あ
つ
て
は
'

▲
■

際
号
に
碑
げ
る
噸
位
に
よ
る

_

8
'
進
取
手
当
の
菜
館
を
受
け
る
べ
き
同
職
位
の
者
が
こ
人
見
上
あ
る
塘
食
に
は
'
そ
の
人
艶
に
よ
.
つ
て
等
身
し
て
支
給
す
る

f
起
訴
中
に
退
職
ん
た
.
場
合
の
通
観
手
当
の
取
故
)

セ

l
一



一

　

●

●

A

第
十
二
催
　
時
貞
が
刑
事
事
件
に
賭
し
起
訴
き
れ
た
場
各
で
､
そ
α
判
決
の
耗
足
前
に
浜
唄
し
た
亡
き
は
二
枚
の
蓮
確
手
当
及
び
第
九
榛
の
魂

.
定
に
よ
る
退
職
手
当
甘
支
給
し
な
霊
但
し
､
蕪
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
も
れ
な
か
っ
た
亡
き
は
､
･
･
,
呼
吸
h
や
な
軒

c
q
､
前
項
倍
音
の
規
定
に
よ
-
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
者
が
､
時
に
革
十
傑
の
親
茸
に
よ
る
進
取
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
濁
各
に
お
㌢

い
て
は
､
敵
将
但
春
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
べ
･
き
過
｢
聴
手
当
の
観
か
ら
昧
･
に
轟
を
受
け
た
同
樺
の
飽
食
に
よ
る
簿
聴
手
当
の
額
を
搾
除

す
る
も
の
ど
す
る
.
主
の
場
合
に
お
い
て
,
歯
堵
倍
音
の
鹿
足
に
よ
-
隻
絵
す
べ
き
過
蛾
手
当
の
額
が
既
に
支
給
を
受
け
た
第
十
億
の
規

定
に
よ
る
職
逸
事
当
の
額
以
下
で
あ
る
E
i
b
は
†
前
項
伯
革
の
規
定
に
よ
る
返
聴
串
華
は
､
支
給
し
な
i
 
I
.

議

局

外

の

砦

公

賓

等

差

つ

･

セ

絹

瑞

浪

)

　

1

_

.

Y

　

.

_

.

.

.

1

.

　

･

･

･

i

:

･

･

,

　

･

第
十
三
条
疎
月
が
,
引
各
席
い
て
味
見
以
外
の
地
方
企
欝
月
等
毒
づ
.
た
軌
か
に
お
い
+
･
.
そ
仇
者
の
職
長
だ
し
て
の
勤
縛
執
肝
が
'
稚
貝
以

外
の
地
力
公
務
点
線
に
対
す
る
退
職
手
当
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
､
聴
島
以
外
の
地
方
公
称
員
等
E
L
で
の
由
緒
期
間
-
二
親
算
さ
れ
る
こ

と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
E
M
,
は
'
こ
の
条
例
に
よ
る
退
職
手
当
は
.
支
給
し
な
い

(
こ
の
条
例
の
黄
誰
に
開
し
必
要
な
事
項
)

弟
十
四
粂
-
こ
む
典
例
の
契
滝
に
朗
し
必
罫
な
事
項
は
'
公
卒
寿
月
余
規
則
で
定
め
る

附

7

則

1
,
 
･
･
･
)
の
頂
頂
日
㌃
布
し
,
曙
竺
十
八
鮎
月
㌃
-
-
-
-
当
に
つ
-
用
す
る

c
q
P
昭
璽
7
十
八
年
旬
月
三
十
]
日
払
前
の
退
職
に
困
る
退
職
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
'
な
お
従
前
の
例
に
よ
谷

8
､
昭
竺
十
八
年
が
三
十
盲
に
警
姦
す
る
讐
及
び
警
裟
針
霊
針
量
で
あ
っ
て
,
同
匙
月
盲
芸
㌢
管
で
職
的

●

貝
と
一
㌢
た
者
の
臥
軒
が
三
十
･
二
品
前
に
お
け
る
動
膚
期
間
に
つ
,
い
て
は
†
な
お
従
前
の
例
t
1
よ
る

L

T

　

.

4
,
喝
和
二
十
八
年
七
月
三
十
7
日
に
現
に
在
職
す
る
磯
貝
が
､
同
J
l
哉
帝
四
条
常
1
珂
及
び
夢
東
条
第
7
喝
に
女
史
す
る
事
由
以
外
の
毒
由
に

.

メ

4

1

　

.

[

･



～

　

.

　

　

r

･

･

研
i
ザ

斡
-
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
丁
そ
の
者
に
つ
き
旧
退
城
手
当
条
例
(
暗
勅
⊥
.
　
卑
　
　
し
条
例
鎗
　
t
　
　
号
)
井
　
.
桑
の
規
定

を
適
用
し
て
漸
算
し
た
職
退
手
当
の
堺
が
､
璽
亮
の
規
定
に
-
8
.
る
退
職
手
当
の
和
よ
-
も
多
い
亡
き
は
'
同
免
の
規
定
･
｡
か
か
わ
む
や
.

そ
の
多
い
額
を
も
ら
で
そ
の
者
に
支
給
す
べ
き
問
典
の
規
定
に
よ
る
過
聴
手
当
の
額
こ
す
る

⊥7

5
'
前
項
の
韻
食
に
お
け
る
職
負
の
数
席
期
間
は
､
昭
和
二
十
八
年
a
?
旦
二
十
1
日
,
以
前
に
お
け
る
動
帝
期
間
に
つ
い
て
は
'
附
則
第
三
項
又
は

同
-
附
-
項
の
選
言
.
･
同
を
一
日
増
お
け
藩
期
間
に
つ
い
て
は
-
集
の
掌
に
1
-

6
･
逼
竺
十
八
年
が
三
十
言
に
書
在
職
す
る
雪
及
び
雪
党
の
誓
歪
豊
で
あ
っ
て
同
数
月
盲
以
欝
轟
い
て
讐

～
な
っ
た
者
の
在
職
期
間
に
引
せ
帝
-
旧
恩
給
法
の
特
例
i
I
こ
関
す
る
件
(
昭
和
二
十
]
年
勅
令
璽
ハ
十
八
号
)
第
1
.
粂
L
1
二
親
定
す
る
軍
人
軍

鹿
亡
し
て
の
勤
帝
期
周
は
'
附
則
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
や
'
そ
の
者
の
勤
縛
期
間
k
J
L
で
瓶
算
す
る
も
の
W
す
る

-
,
慣
璽
､
.
十
㌢
軒
一
二
十
宣
-
震
す
る
職
-
-
先
に
職
㌢
守
在
職
し
寺
の
で
あ
っ
て
這
芸
者
の
東
針
計
働

し
ょ
う
を
安
心
で
外
国
政
時
又
は
E
Z
芸
政
府
著
し
-
は
外
国
政
府
t
J
特
殊
の
粛
係
の
あ
っ
た
法
人
で
外
国
に
お
い
て
日
本
碁
売
公
敢
'
日
本

･
湖
勝
野
頂
摘
欄
弼
紹
線
路
謄
肇
掴
摘
鵬
野
潤

う
｡
)
　
と
な
る
た
め
支
給
L
J
且
て
ー
外
国
政
府
職
員
等
と
し
て
の
身
分
を
失
つ
ね
後
に
他
に
鹿
噂
す
る
こ
.
ど
な
-
再
び
聯
貝
だ
し
て
免
職

し
た
も
の
に
ヴ
い
て
は
'
兜
の
職
鼻
と
し
て
の
在
職
期
間
及
び
当
該
外
国
政
府
聴
負
専
と
し
で
の
在
我
期
間
の
こ
亮
の
こ
の
期
間
を
周
期
群

山
ニ
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
'
雀
の
満
月
だ
し
て
の
在
職
細
岡
に
租
井
す
る
甘
l
の
ど
す
る

8
言
)
の
傾
倒
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
通
っ
て
｣
昭
和
二
十
年
九
月
二
8
以
後
ジ
グ
オ
占
卜
散
会
主
義
共
和
国
連
邦
'
撫
奄
千
島
[
聴
繰
三

十
八
度
以
北
の
朝
鮮
'
尉
東
洲
'
涌
洲
叉
は
中
国
本
土
の
地
層
内
に
お
い
で
達
者
し
せ
い
空
,
あ
め
ら
れ
る
箕
粋
が
を
#
且
つ
本
邦
に
滑

落
し
て
い
な
い
も
や
(
昏
己
の
意
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